
特別養護老人ホーム　近江舞子しょうぶ苑（従来型多床室）利用料金表

2024年4月現在

介護サービス費

・従来型介護サービス費(Ⅰ）

(１日当たり）

・各種加算

対象

協力医療機関連携加算（Ⅰ）

100単位/月

（令和６年度）

50単位/月（令和7

年度以降）

協力医療機関を定め、定期的に入居者の病状急変が生じた際の対応を

確認するとともに、当該協力医療機関の名称を自治体に提出し、利用

者が協力医療機関に入院した時、病状が軽快して退院が可能になった

際には、速やかに再入所が出来る要件を満たした場合。

生産性向上推進体制加算

（Ⅱ）
10単位/月

利用者の安全並びに介護ｻｰﾋﾞｽの質の確保及び職員の負担軽減する方策

を検討するための委員会開催や必要な安全対策を講じた上で見守り機器

等のテクノロジーを1つ以上導入し、生産性向上ガイドラインの内容に

基づいた業務改善を行うとともに、一定期間ごとに業務改善の取組によ

る効果を示すデータの提出を行っている場合。

栄養マネジメント強化加算 11単位/日 入所者ごとの継続的な栄養管理を強化して実施した場合算定

排せつ支援加算（Ⅰ） 10単位/月

排せつに介護を要する入居者ごとに、要介護状態の軽減の見

込みについて医師が判断し、排泄に介護を要する原因究明と

支援計画に基づいた支援の継続実施を行い、少なくとも３月

に1回の見直し、評価を行った場合

褥瘡マネジメント加算（Ⅰ） 3単位/月

褥瘡発生のリスクについて入居時に評価すると共に、少なく

とも3月に1度の評価を行い、結果を厚生労働省に提出す

る。又、褥瘡発生リスクがあるとされた入居者への計画書の

作成と３月に1度の見直しを行っていること

褥瘡マネジメント加算（Ⅱ） 13単位/月
褥瘡マネジメント加算（Ⅰ）の要件に加え、褥瘡発生リスク

があるとされた入居者について、褥瘡の発生がない場合

個別機能訓練加算（Ⅱ） 20単位/月

個別機能訓練加算(Ⅰ)の取り組みに加え計画情報を厚生労働

省に提出し、フィードバックを受け、利用者の状態に応じた

計画書作成・訓練実施・評価・計画の見直し・改善のサイク

ルによりサービスの管理を実施した場合

共

通

日常生活継続支援加算(Ⅰ) 36単位/日

新規入居者の内、要介護状態区分が4又は5の割合、もしくは認

知症日常生活自立度ランクⅢ以上の割合が一定数を占め、常勤

換算方法で介護福祉士の配置数の要件を満たした場合

サービス提供体制強化加算

（Ⅰ）
12単位/日

看護・介護職員の総数のうち、常勤職員の占める割合が一定

以上を満たした場合	

夜勤職員配置加算（Ⅰ）イ 22単位/日 夜勤を行う職員の勤務条件に関する基準を満たした場合

個別機能訓練加算（Ⅰ） 12単位/日
機能訓練指導員を配置し、個別機能訓練計画書に基づいて機

能訓練を実施した場合

加算項目 単位 加算要件

看護体制加算（Ⅰ）イ 6単位/日 1名以上の常勤看護師を配置した場合

要介護１ 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

589単位 659単位 732単位 802単位 871単位



対象

退所前連携加算 500単位/回

入居期間が1ヶ月を超えた入居者が退居するに先立ち、退居

後の居宅介護支援事業者に対する情報提供と居宅サービス利

用について連携した調整を受けた場合

外泊時費用 246単位/日
1月につき、外泊（又は入院）した日の翌日から起算して6日（月

をまたがる場合は最大で連続12日）を限度として算定

退所時栄養情報連携加算 70単位/回

厚生労働大臣が定める特別食等を必要とする入居者または低栄養状

態にあると医師が判断した入居者において、管理栄養士が退居先の

医療機関等に対して、当該者の栄養管理に関する情報を提供した

際、1月につき1回を限度として算定されます。

退所時相談援助加算 400単位/回

入居期間が1ヶ月を超えた入居者が退居するにあたり、退居

後の居宅サービスや施設サービスなどにおいて相談援助と退

居後のサービス提供者への情報提供を受けた場合

初期加算 30単位/日
入居日から30日以内の期間又は入居後30日以上入院し退院

した場合

退所時情報提供加算（Ⅱ） 250単位/回

入居期間が1ヶ月を超えた入居者が退居するにあたり、退居

後生活する居宅や施設に訪問し、相談援助や連絡調整などを

受けた場合

安全対策体制加算 20単位/入居時

外部の研修を受けた担当者が配置され、施設内に安全対策部

門を設置し、組織的に安全対策を実施する体制が整備されて

いる場合

看取り介護加算

死亡日以前31日以上45日以内

　死亡日以前4日以上30日以下

　死亡日の前日及び前々日

　死亡日

72単位/日

144単位/日

680単位/日

1,280単位/日

施設での看取りを希望され、「人生の最終段階における医

療・ケアの決定プロセスに関するガイドライン」などの内容

に沿った看取り介護を実施した場合

個

別

生産性向上推進体制加算

（Ⅰ）
100単位/月

見守り機器等のテクノロジーを複数導入し、生産性向上推進

体制加算（Ⅱ）の要件を満たし、（Ⅱ）のデータにより業務

改善の取り組みによる成果が確認されている場合。

療養食加算 6単位/1食 医師の指示による療養食を提供した場合

再入所時栄養連携加算 200単位/回

医療機関に入院し、大きく異なる栄養管理が必要となり、医

療機関の管理栄養士と連携して退院時に栄養ケア計画を作成

した場合

介護職員処遇改善加算（Ⅰ）
総単位数に対して

83/1000を乗じた単位数

介護職員の賃金改善に関する計画を策定し、キャリアパス要

件や職場環境等要件を満たしている場合

介護職員等ベースアップ等

支援加算（Ⅰ）

総単位数に対して

16/1000を乗じた単位数

介護職員の賃金改善に関する計画を作成し、全職員に周知を

行い、計画書を都道府県知事に届け出をしている場合、また

は算定額に相当する賃金改善を実施している場合

加算項目 単位 加算要件

共

通

科学的介護推進体制加算

（Ⅱ）
50単位/月

入居者ごとの身体機能、栄養状態、口腔機能、認知症の状況情

報を厚生労働省に提出し、必要に応じてサービスを適切かつ有

効に提供するための必要な情報を活用している場合

介護職員等特定処遇改善加算

(Ⅰ)

総単位数に対して

27/1000を乗じた単位数

介護職員処遇改善加算の要件を満たし、日常生活支援加算を

取得している場合



2024年4月現在

老齢福祉年金・生活保護受給者：第1段階 （単位＝円）

介護度

1

2

3

4

5

市民税非課税世帯：第2段階（所得額　80万円以下）　

介護度

1

2

3

4

5

市民税非課税世帯：第３段階①（所得額　80万超～120万円以下）

介護度

1

2

3

4

5

市民税非課税世帯：第３段階②（第１段階、第２段階及び第３段階①に該当しない方）

介護度

1

2

3

4

5

☆　一般世帯の方：第４段階　【１割負担】

介護度

1

2

3

4

5

1,039 3,779 113,370

1,120 3,860 115,800

871 3,611 108,330

956 3,696 110,880

介護サービス費 食費 居住費 日額 １か月利用料

789

1,800 940

3,529 105,870

1,039 2,769 83,070

1,120 2,850 85,500

871 2,601 78,030

956 2,686 80,580

介護サービス費 食費 居住費 日額 １か月利用料

789

1,360 370

2,519 75,570

1,039 2,059 61,770

1,120 2,140 64,200

871 1,891 56,730

956 1,976 59,280

介護サービス費 食費 居住費 日額 １か月利用料

789

650 370

1,809 54,270

1,039 1,799 53,970

1,120 1,880 56,400

871 1,631 48,930

956 1,716 51,480

介護サービス費 食費 居住費 日額 １か月利用料

789

390 370

1,549 46,470

37,680

1,039 1,339 40,170

1,120 1,420 42,600

789

300 0

1,089 32,670

871 1,171 35,130

956 1,256

特別養護老人ホーム　近江舞子しょうぶ苑（従来型多床室）利用料金表

　　ひと月（30日計算）の利用料金　≪介護サービス費+食費、居住費≫

介護サービス費 食費 居住費 日額 １か月利用料



☆　一般世帯の方：第４段階　【2割負担】 【3割負担】 （単位＝円）

介護度

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

◆  介護サービス費は、従来型介護サービス費(Ⅰ)に共通加算を加え、地域加算(1単位 10.45円)を

　　乗じて算出した１割負担の日額費用となります。

◆  記載の費用については１円未満の端数計算により誤差が生じます。

◆  入所者の状態及び職員状況等により、加算の対象及び費用負担が変わる場合があります。

◆  おむつ代、洗濯代は介護サービス費に含まれます。

◆  “介護保険負担限度額制度”の認定を受けるには保険者に

　　申請していただく必要があります。

個人電気製品B(テレビ・オーディオ・電気毛布等) 2,000円/月

個人電気使用料C(冷蔵庫・パソコン等) 3,000円/月

クラブ活動費 100円/月

その他の費用       ≪ひと月の利用料金に追加で必要な料金≫

理美容代金 1,834円/回

医療費(受診代,内服薬代他)、予防接種、嗜

好品等については、実費料金のご請求にな

ります。

おやつ代 50円/日

喫茶代 320円/1セット

個人電気製品A(携帯電話・ラジオ・髭剃り等) 1,000円/月

5,608 168,240

3,116 5,856 175,680

3,360 6,100 183,000

3

割

負

担

2,366

1,800 940

5,106 153,180

2,611 5,351 160,530

2,868

2,077 4,817 144,510

2,240 4,980 149,400

129,540

1,741 4,481 134,430

1,912 4,652 139,560

介護サービス費 食費 居住費 日額 １か月利用料

２

割

負

担

1,578

1,800 940

4,318

特別養護老人ホーム

近江舞子しょうぶ苑

℡077 - 596 - 2233


